
　

み
な
さ
ん
ご

自
分
の
歯
は
何

本
残
っ
て
い
ま

す
か
？
日
本
歯

科
医
師
会
が「
八

十
歳
に
な
っ
て

も
二
十
本
以
上
自
分
の
歯
を
保

と
う
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
に
展
開
し
て
き
た
「
８
０

２
０
運
動
」。
今
で
は
そ
の
成

果
が
出
て
、
達
成
率
も
二
〇
一

六
年
段
階
で
五
〇
％
を
超
え
た

そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
歯

を
残
す
こ
と
は
勿
論
、
残
っ
て

い
る
歯
を
有
効
に
使
い
、
身
体

の
健
康
の
維
持
に
必
要
な
栄
養

を
取
得
し
、
健
康
寿
命
を
延
伸

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
り

ま
す
。

　

近
年
で
は
千
葉
県
の
歯
科
医

師
会
が
「
８
０
２
９
（
ハ
チ
マ
ル

肉
）」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

掲
げ
て
活
動
し
て
い
る
よ
う
で

す
。「
八
十
歳
に
な
っ
て
も
肉

を
始
め
と
し
た
良
質
な
た
ん
ぱ

く
質
を
食
べ
る
事
で
介
護
い
ら

ず
の
元
気
な
ご
高
齢
の
方
を
増

や
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
取
り

組
み
だ
そ
う
で
す
。

　

寿
命
が
延
び
て
い
る
一
方
で

介
護
が
必
要
な
ご
高
齢
の
方
が

増
え
て
い
ま
す
。
食
べ
る
こ
と

の
一
番
の
目
的
は
、
生
き
て
い

く
た
め
に
必
要
な
栄
養
を
と
る

こ
と
で
す
が
、
身
体
の
病
気
や

機
能
低
下
を
予
防
す
る
た
め
に

も
大
切
な
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
噛
む
・
飲
む
・
飲
み

込
む
機
能
の
回
復
、
誤
嚥
性
肺

炎
予
防
、
お
口
の
ケ
ア
が
重
要

で
す
。
定
期
的
な
歯
科
受
診
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。�（
Ｓ
・
Ｍ
）
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　総代会傍聴を希望する組合員は、当日受付で申し出
てください。議案書をお渡しします。また議事運営に
支障が無い範囲で議長の許可を得て発言できます。

傍聴に
ついて

第51回 通常総代会

会場

日時 2022年６月19日（日） 午前９時30分～

きらり健康生活協同組合　理事長　栗　村　　　知
とうほうみんなの文化センター　小ホール

　

誰
し
も
が
か
か
る
可
能
性
の
あ
る
が
ん
を
予
防
す
る
に
は
、

喫
煙
・
飲
酒
・
食
事
・
運
動
な
ど
生
活
習
慣
の
改
善
と
と
も
に
、

自
覚
症
状
が
無
い
う
ち
に
定
期
的
に
健
（
検
）
診
を
受
け
て
早

期
発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
六
月
か
ら

始
ま
る
福
島
市
市
民
検
診
は
、
胃
が
ん
検
診
や
肺
が
ん
検
診
な

ど
各
種
が
ん
検
診
に
自
治
体
の
補
助
が
出
て
い
ま
す
。
是
非
こ

の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

質
問
　

去
年
、
異
常
が
な
か
っ

た
か
ら
今
年
受
け
な
く
て
も
大
丈

夫
で
す
か
？

回
答　
一
つ
の
が
ん
細
胞
は
増

殖
を
繰
り
返
し
だ
ん
だ
ん
大
き
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。
人
の
免
疫
機

能
を
か
い
く
ぐ
っ
て
ひ
っ
そ
り
と

生
き
残
っ
た
た
っ
た
一
つ
の
が
ん

細
胞
が
、
検
査
結
果
と
し
て
確
認

で
き
る
く
ら
い
の
大
き
さ
に
な
る

ま
で
一
定
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
検
診
を
受
け
て
い
た

と
し
て
も
発
見
で
き
な
い
時
期
が

生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。「
昨
年
異

常
が
無
か
っ
た
か
ら
今
年
も
大
丈

夫
」
と
は
言

い
切
れ
な
い

の
で
、
検
診

は
毎
年
受
け

る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

質
問
　

も
し
が
ん
に
罹
っ
た
後

は
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
治
る
も
の

な
の
で
し
ょ
う
か
？

回
答　
胃
・
大
腸
・
乳
・
子
宮
・

前
立
腺
は
初
期
の
段
階
で
治
療
が

始
ま
れ
ば
、
約
九
割
以
上
の
人
が

治
り
ま
す
。
こ
の
デ
ー
タ
は
二
〇

二
一
年
十
二
月
に
国
立
が
ん
研
究

セ
ン
タ
ー
で
発
表
さ
れ
た
主
な
が

ん
の
十
年
生
存
率
で
す
。
が
ん
の

拡
が
り
や
転
移
な
ど
、
が
ん
の
進

行
状
態
か
ら
決
め
ら
れ
る
病
期

（
ス
テ
ー
ジ
）
の
数
字
が
小
さ
い

う
ち
は
早
期
が
ん
と
言
わ
れ
、
早

め
に
治
療
す
る
こ
と
で
生
存
率
が

上
が
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
早
い
時

期
に
診
断
が
で
き
れ
ば
、
十
年
生

存
率
が
高
く
な
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
肝
臓
や
膵
臓
な
ど
早
期
に
診

断
で
き
て
も
十
年
生
存
率
が
あ
ま

り
高
く
な
い
が
ん
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
早
く
診
断
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
十
年
生
存
率
は
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
早
期

発
見
・
早
期
治
療
が
い
か
に
重
要

で
あ
る
か
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う

が
ん
検
診
を

【実施期間について】（福島市市民検診）
◆令和₄年₆月₁日～令和₄年10月31日
　＊乳がん検診、子宮がん検診は令和₄年₆月₁日～令和₄年12月末日まで

【各種がん検診の詳細・受診券について】
◆がん検診の詳しい内容につきましては、福島市の発行する「検診の案
内」又は「受診券」をご覧ください。

◆「受診券」のない方は、福島市にお問合せください。
　福島市保健所　保健予防課　検診予防係　TEL：525－7680
　＊福島市以外の方は、各自治体の支所窓口にお問合せください。

【事前予約が必要です】
◆市民検診の受診は、事前にご予約が必要です。
　例年、予約開始直後は窓口が大変混みあったり、お電話がつながりに
くかったりする場合がございます。ご了承ください。

【予約時に必要なもの】
・受診券（予め今年度対象の項目をご確認ください）
・健康保険証
・（非課税証明書）＊お持ちの方

【お問合せ先】
◦須川診療所…☎531－6311　　◦せのうえ健康クリニック…☎554－5757
◦上松川診療所…☎558－1111　◦とやのクリニック…☎544－1122

※新型コロナウイルスの感染には、十分に配慮して対応します。

～健康維持・健康増進のための第一歩～

健康の通信簿『市民検診』の
時期がやってまいりました！

市ホームページ➡

　きらり健康生活協同組合定款50条により、第51回通
常総代会を下記の通り開催いたします。
【第51回通常総代会議案】
第１号議案　�2021年度事業報告及び決算報告・剰余金

処分案並びに監査報告の件
第２号議案　2022年度事業計画及び予算案の件
第３号議案　役員選任の件
第４号議案　役員退任慰労金支給の件
第５号議案　役員報酬決定の件
第６号議案　�みなし自由脱退手続きに関する規約の一

部改正の件
第７号議案　議案決議効力発生の件

・をࣦう原Ҽとなる͚ͩでなく、食΂られない・食ཉෆৼ・上手く話ͤないࣃपප͸ࣃ　
ҿみࠐめないなどの঱ঢ়があらわれ、ޡᅞ・஠ଉ・ഏԌ・௿ӫཆなどの原Ҽになりますɻ
　ഏԌ͸೔本椂のࢮҼ第４Ґになっていますɻ
໊、の槄ࣦ予防にॏ఺をஔきࣃ、棼ʯという໊শでしたがݕぐきのࣃとࣃ年まで͸ʮࡢ　 শ・
ର৅年ྸがม更となりましたɻ֘౰年ྸのํ͸͜のػ会を͝活用くͩさいɻ

◆対 象 年 齢／年౓಺û÷・û5・5÷・55・6÷・65・7÷ࡀのํ　˞ࣃՊྍ࣏中のํ͸ର৅֎
　　　　　　　ʢ年౓಺年ྸと͸、ྩ࿨４年４݄１೔ʙྩ࿨̑年３݄31೔の間に஀生೔を

ܴえた年ྸですɻʣ
◆実 施 期 間／ྩ࿨４年６݄１೔ʙྩ࿨４年1÷݄31೔
◆自己負担金／500円ʢड棼೔౰೔に7÷ࡀҎ上のํ͸ແྉですʣ
◆お 申 込 み／上দ榁棼ྍॴ　ࣃՊ・口ߢ֎Պʜ௚通ి話�563Ȃ5÷2÷
　˞上দ榁棼ྍॴで͸ಛఆ健棼、がんݕ棼との同೔ड棼もՄೳですɻ
みԼさいɻࠐ棼ʯもお棲ݕपපࣃにͥひʮ࣌棼予໿ݕຽࢢ　　

令和４年度令和４年度
福島市市民検診「歯周病検診」を受けましょう！福島市市民検診「歯周病検診」を受けましょう！

（1）第452号 2０22年₆月発行〔私たちの理念〕いのち輝く明日のために　健康づくり　仲間づくり　まちづくり　みんなでつくる　みんなの安心
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　ୈ2üճはʮ緾の͛ۂ৳͹しӡ動ʯです。　̔෺を持つ動
なͲが楽になりますΑʂ࡞

΍ͬͯΈ ΃ͬମ ʂૢ

どれどれ？「腕の曲げ伸ばし運動」やってみっぺ！

【鍛えるところ】
　上࿹ʢ力͜Ϳができると͜ろʣɿ上࿹ೋ頭筋

【やり方】
　ᶃ଍͸ݞ෯ఔ౓に։き、棴っすぐཱちますɻͦして࿬をకめてග
を体につ͚ますʢҜࢠに࠲ってߦっても0K！ʣ

　ᶄ手のひらを榡に͚޲てܰくѲり、ʮ１・２・３・４ʯと椩え、ʢ４
ඵか͚てʣගをゆっくりと͛ۂます

　ᶅʮ̑・６・７・̔ʯと椩え、ʢ４ඵか͚てʣゆっくりとԼろします
　ᶆ２と３を1÷ճ܁りฦしますʢ１೔に１ʙ３セットߦいましょうʣ

■運動のコツ
⿠ݞとගのҐஔ͸動かさない
⿠上͛る࣌もԼ͛る࣌もৗにʮゆっくりʯです
⿠上体が榡後に動かないようにҙࣝします

１、２、３、４
　　（４秒）

５、６、７、８
　　（４秒）

慣れるまでは回数にこだわらず無理のないように行いましょう

■注意点
⿠ӡ動中͸楏をग़してߦいましょう
⿠反動͸つ͚ない
⿠痛み౳ෆ۩合がग़る場合͸、ӡ動
を中止してԼさい

■「腕の曲げ伸ばし運動」の主な効果
⿠࿹がҾきకまる
⿠෺をもったり、๊えたりする動作
が楽になるʢ上࿹ೋ頭筋͸࣮用楀
のߴい筋೑ですʣ
⿠ج榴୅ँの޲上ʢ筋೑ྔ槮加によ
るޮՌʣ

　2021年も楽しく学んで、ためになる活動がたくさん取り組まれました。
活動の一部を写真を使って紹介します。先の見えないコロナ禍ではあり
ますが、各支部 ･ブロックでは感染予防に十分配慮しながら、たくさん
の活動が行われ、今年も引き続き計画されています。
　この写真は活動のほんの一部です。紙面の都合で残念ながら掲載出来
なかった皆さん大変申し訳ありません。また、活動に興味を持たれた方、
ぜひ各事業所や担当の地域保健部職員にお問合せ下さい。

佐倉支部

三河台中支部

吾妻西支部

清明支部

三河台東支部

瀬上第３、４合同

▲配付者交流をウォーキングで

楽しく実施

▶
小
富
士
班　

お
花
見
を

兼
ね
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▲配付者ウォーキング＆うたごえ。好天に響く歌声！

◀
春
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
き
ま
し
た

▲ちくちく班では手作業をしてま～す

スマイル班で▶
あづま体育館
に行ってきた！

第452号（2）2０22年₆月発行

川南西支部

余目支部

東・伊達ブロック

飯坂支部

森合支部

蓬萊支部

鎌田支部

三河台西支部

渡利支部

東・伊達ブロック

吾妻東支部

笹谷支部

上松川健康の家

体操広場

宮代ブロック

▲ふきのとう班　ウォーキング。

　桜はもう少しだねぇ

▲久しぶり３ブロック揃っての活動。

　竹の子狩り

▲うたごえ広場を開催。これからも企画継続！

▲学習センターを大きく使っ
て90分みっちりと体操中！

◀
リ
ー
ダ
ー
の
動
き
を
参
考
に

運
動
中
！

▲体操広場の最後に歌に合わせてお手玉回し

下釜サロンでは
換気、マスクを
して小声でうた
ごえ広場

▶

▼毎月開催の須川茶屋
で感染予防について
学んだよ

▲毎年恒例「きれいにし隊」で
　草刈りを実施しました

▲屋外で防災学習会～消防署から

▲茶話会・輪投げ交流で
　景品ゲット！

▲よりあいを使って体操広場実施中！

▲コロナなんか寄せ付

けないぞパンチ！

◀セラバンド講座を
開催しました！

清明支部

▲モグちゃん班。　満開の桜の下散策しました



「
お
ら
が
ま
ち
の
祭
り
」

今
月
の
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　東北絆まつりは、東日本大震災からの早期復興と震災による犠牲
者の鎮魂を願い2011年にスタートした「東北六魂祭」を引継ぎ、
2017年から東北６市持ち回りで開催しています。写真は福島市で行
われた東北六魂祭の一場面です。

　

チ
ン
チ
ロ
リ
ー
ン
…
数
十
の
眼

が
一
点
に
集
中
す
る
。
丼
の
底
で

三
個
の
サ
イ
コ
ロ
が
転
が
る
音
が

静
か
に
鳴
り
響
く
。
寮
生
活
の
新

年
度
、
四
月
一
日
は
新
二
～
五
年

生
が
集
ま
り
重
要
な
会
が
開
か
れ

る
。
部
屋
決
め
だ
。
サ
イ
コ
ロ
の

目
の
合
計
が
大
き
い
グ
ル
ー
プ
か

ら
住
む
部
屋
の
選
択
権
を
勝
ち
取

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
日
ま
で

に
下
級
生
が
上
級
生
に
『
一
緒
に

な
っ
て
下
さ
い
！
』
と
告
白
し
、

同
部
屋
権
利
を
得
て
か
ら
『
チ
ン

チ
ロ
リ
ン
』
に
臨
む
。
原
則
、
下

級
生
の
依
頼
を
上
級
生
は
断
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
私
が
新
五
年
生

に
な
る
前
だ
っ
た
。
飲
み
会
の
席

で
告
白
さ
れ
た
た
め
、
う
ろ
覚
え

…
嬉
し
い
こ
と
に
三
人
の
後
輩
か

ら
同
居
希
望
を
聞
い
て
い
た
よ
う

で
、
同
日
、
四
人
部
屋
確
定
が
判

明
し
皆
ビ
ッ
ク
リ
！
通
常
二
～
三

人
部
屋
が
基
本
の
医
大
寮
。
四
人

部
屋
は
一
年
生
だ
け
が
通
例
、
上

級
生
が
四
人
部
屋
に
な
る
の
は
非

常
に
稀
だ
っ
た
。
十
二
畳
を
四
人

で
分
か
ち
合
う
生
活
を
選
ぶ
こ
と

に
な
っ
た
。
三
十
二
歳
の
私
と
一

回
り
以
上
違
う
後
輩
達
。
部
屋
の

真
ん
中
の
炬
燵
に
足
を
突
っ
込

み
、
夜
な
夜
な
青
春
時
代
特
有
の

悩
み
を
肴
に
お
酒
を
酌
み
交
わ
し

た
。

　

ま
た
、
毎
月
第
一
月
曜
日
に

は
、
食
堂
に
在
寮
生
が
一
堂
に
会

し
、
寮
生
大
会
と
い
う
運
営
会
議

を
開
催
し
て
い
た
。
一
秒
で
も
遅

刻
し
よ
う
も
の
な
ら
始
末
書
を
記

載
し
、
食
堂
の
壁
に
掲
示
。
一
週

間
の
罰
則
を
自
ら
に
課
す
こ
と
が

暗
黙
の
了

解
事
項

だ
っ
た
。

議
論
し
て

い
た
内
容

は
、
主
に

寮
生
活
の

ル
ー
ル
の

見
直
し
。

木
造
の
寮

は
三
分
で

全
焼
と
言

わ
れ
て
い
た
た
め
特
に
喫
煙
に
関

し
て
は
激
ア
ツ
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
た
。
寮
の
ノ
リ
で
騒
い
だ
こ
と

で
飲
食
店
を
出
禁
に
な
り
、
寮
生

活
と
世
間
の
常
識
は
違
う
と
い
う

こ
と
を
激
ア
ツ
に
議
論
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
ま
た
ト
イ
レ
の
便
器

に
便
が
つ
い
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
激
ア
ツ
に
議
論
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
。（
つ
づ
く
）

班 会 あ れ こ れ
４／２ 生 協 本 部 新入職員菜の花班 お口の健康について
４／２ 生 協 本 部 新入職員花もも班 バランス食について
４／２ 生 協 本 部 新入職員さくら班 健康チェック
４／２ 吾 妻 東 どんぐり班 年間の反省と今後の取り組み
４／２ 蓬 萊 パソコン班 パソコンの操作
４／３ 杉 妻 やさいクラブ班 ジャガイモの芽かきと枝豆を植える
４／６ 三 河 台 中 小 富 士 班 お花見ウォーキング
４／６ 清 明 チクチク班 フレイルについて
４／７ 三 河 台 西 ビン・バン・ボン班 フォークダンスを楽しく踊ろう
４／９ 瀬 上 第 ２ P P K 班 ウォーキング
４／11 笹 谷 よりあい体操班 体操
４／11 余 目 S S W 班 ウォーキング
４／12 瀬 上 第 １ 体操広場班 体操
４／13 清 明 モグちゃん班 ウォーキング
４／13 信 夫 ひまわり班 ウォーキング
４／15 蓬 萊 きらきら班 楽しくパン作り
４／16 蓬 萊 パソコン班 パソコンを活用して
４／18 保 原 芳賀更正班 脳トレ、間違いさがし
４／18 保 原 や よ い 班 年間計画
４／21 三 河 台 西 スッキリ班 健康体操を通して筋力アップ
４／21 吾 妻 西 スギちゃん班 健康づくり活動交流集会参加
４／21 信 夫 す み れ 班 健康づくり活動交流集会参加
４／22 吾 妻 東 萱 場 班 ももりん体操と脳トレ
４／22 吾 妻 西 木 村 公 班 ウォーキング
４／22 瀬 上 第 ３ 体操広場班 近況報告、体操
４／22 瀬 上 第 ３ ひめさゆり班 活動休止中の近況、フレイル体操
４／22 保 原 やまゆり班 活動休止中の近況、フレイル体操
４／23 蓬 萊 ス マ ホ 班 スマホを使って
４／25 三 河 台 東 スマイル班 年間計画
４／25 余 目 北矢野目合同班 セラバンド体操
４／27 三 河 台 中 小 富 士 班 転倒予防、膝痛予防
４／27 清 明 チクチク班 コロナについて　手芸
４／27 信 夫 ぼ た ん 班 頭、指先を使いましょう！
４／28 瀬 上 第 ３ 幸 班 コロナの話、体操
毎週土曜 森 合 体操広場班 セラバンド体操など
毎週土曜 杉 妻 ラジオ体操班 ラジオ体操とウォーキング
毎週木曜 森 合 カラオケ班 皆でカラオケ

６月…東北絆まつり

日　時

と͜Ζ きらり健߁ੜڠຊ部健߁のՈ̎֊
（໺ాொ̍ஸ໨��ô��）
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※೔ఔはௐ੔いたします 振津かつみ 先生

　ઐ໳の先ੜをおݺͼして、ඃ
͹くにؔする健߁૬ஊを実施し
ています。
　ຖ೔のੜ活にෆ҆を๊えてい
る方、ぜひお申しࠐΈくͩさい。

被ばく
健康相談の
お知らせ
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「
私
た
ち
は
ど
う
生
き
、死
ぬ
か
？
」

医

　師

　
　川

　添

　隆

　司

ୈ
øý
ճ

ୈ
øý
ճ

　

組
合
員
の
み
な
さ
ん
、
お
待
た

せ
し
ま
し
た
。
今
回
か
ら
本
来
の

「
ど
う
生
き
、
死
ぬ
か
？
」
に
戻

り
ま
す
。
今
回
は
が
ん
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
よ
く
ご
存
知
の
と

お
り
、
日
本
国
民
の
半
分
は
が
ん

に
か
か
り
、
三
分
の
一
は
が
ん
で

死
に
ま
す
。
二
〇
二
一
年
で
全
部

位
、
全
病
期
の
が
ん
の
五
年
生
存

率
は
七
〇
％
近
く
と
な
っ
て
い
ま

す
。
私
が
研
修
医
だ
っ
た
頃
（
四

十
年
前
）
は
、「
が
ん
＝
間
も
な
く

死
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

し
た
が
、
今
は
が
ん
に
な
っ
て
も

七
割
の
人
が
五
年
以
上
生
き
る
時

代
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
で
も
、

国
民
の
三
分
の
一
が
が
ん
で
死
亡

す
る
と
い
う
こ
と
は
、「
が
ん
に

か
か
っ
て
す
ぐ
に
死
ぬ
人
は
少
な

く
な
っ
た
が
、
あ
る
程
度
の
年
月

を
経
て
死
ぬ
人
は
多
い
。」
と
い

う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

少
し
横
道
に
そ
れ
ま
す
が
日
本

の
最
新
の
が
ん
統
計
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

ま
ず
部
位
別
が
ん
罹
患
数
で

す
。
男
性
は
一
位
前
立
腺
が
ん
、

二
位
胃
が
ん
、
三
位
大
腸
が
ん
、

四
位
肺
が
ん
で
す
。
女
性
は
一
位

乳
が
ん
、
二
位
大
腸
が
ん
、
三
位

肺
が
ん
、
四
位
胃
が
ん
と
な
っ
て

い
ま
す
。
臨
床
の
現
場
で
最
近
多

い
と
感
じ
る
す
い
臓
が
ん
は
男
女

と
も
六
位
で
す
。

　

一
方
、
部
位
別
が
ん
死
亡
数
を

見
る
と
、
男
性
は
一
位
肺
が
ん
、

二
位
大
腸
が
ん
、
三
位
胃
が
ん
、

四
位
す
い
臓
が
ん
で
、
女
性
は
一

位
大
腸
が
ん
、
二
位
肺
が
ん
、
三

位
す
い
臓
が
ん
、
四
位
乳
が
ん
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、

男
性
の
場
合
、
前
立
腺
が
ん
は
か

か
る
人
は
多
い
が
、
そ
れ
に
よ
っ

て
死
亡
す
る
人
は
多
く
な
い
。
男

女
と
も
大
腸
が
ん
、
胃
が
ん
、
肺

が
ん
で
死
亡
す
る
人
が
多
い
。
す

い
臓
が
ん
は
か
か
る
人
に
比
し
、

死
亡
す
る
人
が
多
い
。な
ど
で
す
。

　

こ
れ
を
読
ん
で
い
る
組
合
員
の

み
な
さ
ん
は
き
ち
ん
と
検
診
を
受

け
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
こ
の
統
計
に
よ
っ
て
改
め
て

胃
が
ん
検
診
、
肺
が
ん
検
診
、
大

腸
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
な
ど

の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
検
診
が
非
常
に

重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　

一
方
で
、
ど
ん
な
に
気
を
つ
け

て
い
て
も
、
き
ち
ん
と
検
診
を
受

け
て
い
て
も
、
高
齢
に
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
が
ん
に
か
か
り
死
亡
す
る

人
が
多
く
な
る
と
い
う
の
も
事
実

で
す
。
た
だ
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ

う
に
が
ん
の
場
合
は
か
か
っ
て
か

ら
死
亡
す
る
ま
で
に
あ
る
程
度
の

時
間
が
あ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
が
ん
の
宣
告
を
受
け
、

治
療
が
始
ま
る
時
、
治
る
が
ん
か

治
ら
な
い
が
ん
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
自
分
の
人
生
を
見
つ
め
直

す
き
っ
か
け
に
は
な
る
と
思
い
ま

す
。

（3）第452号 2０22年₆月発行



きらり俳句・川柳コーナーきらり俳句・川柳コーナー

ご
一
緒
に
俳
句
・
川
柳
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

作
品
募
集
中
！
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〈
応
募
・
連
絡
先
〉　

福
島
市
野
田
町
一
︱
一
五
︱
一
二　

地
域
保
健
部

☎
五
二
六
︱
一
五
一
五

〈
俳
句
〉

・
聖
五
月
　
パ
リ
ッ
と
白
き
　
シ
ャ
ツ
の
人

・
郭
公
が
　
啼
い
て
洗
濯
　
干
し
終
る

�

睦
子

・
農
継
ぎ
し
子
の
植
え
し
田
か
い
と
け
な
き

・
青
紫
蘇
の
　
香
つ
み
ゆ
く
　
母
の
影

�

き
ん
も
く
せ
い

　

き
ら
り
健
康
生
協
・
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
で
は
、
こ
の
間
「
暮
ら

し
の
中
の
チ
ョ
ッ
ト
し
た
困
り
ご

と
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
」
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
五
月
よ
り
、
モ
デ
ル
的
に

三
河
台
三
支
部
の
組
合
員
を
対
象

に
、
生
活
支
援
活
動
を
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

活
動
を
計
画
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
数
回
に
わ
た
り
組
合
員
・
地

域
住
民
、
事
業
所
等
と
の
意
見
交

換
を
お
こ
な
い
、
買
い
物
・
雪
か

き
・
ゴ
ミ
出
し
等
、
日
常
の
暮
ら

し
の
中
で
困
っ
て
い
る
住
民
の
声

を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
特
に
こ
れ
か
ら
の
時
季

に
困
り
事
と
な
る
「
庭
の
雑
草
取

り
・
花
壇
の
お
手
入
れ
」
に
つ
い

て
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

当
面
は
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

を
中
心
に
、
運
営
や
活
動
を
進
め

る
予
定
で
す
が
、
近
い
将
来
に

は
、
多
く
の
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
と
一
緒
に
活
動
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
現
在
、
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
（
サ
ポ
ー
タ
ー
）
さ
ん

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
支
援
「
き
ら
り
☆
ふ
れ
あ

い
サ
ポ
ー
ト
」
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域

保
健
部
や
須
川
診
療
所
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。
ぜ
ひ
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

〈
地
域
保
健
部
〉

☎
〇
二
四
―
五
二
六
―
一
五
一
五

　

コ
ロ
ナ
禍
が
続
き
、
集
ま
っ
て
行
う
企

画
が
憚
ら
れ
る
状
況
が
続
き
、
支
部
総
会

も
多
く
が
開
催
見
送
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
中
、
蓬
萊
支
部
で
は
工
夫
次

第
で
楽
し
く
集
ま
れ
る
は
ず
と
、
総
会
兼

楽
・
楽
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会
を
企
画
し
、

楽
し
く
実
践
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

楽
・
楽
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
は
、
運
動
不
足

で
も
「
歩
け
れ
ば
参
加
で
き
る
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
野
球
を
ベ
ー
ス
に
作
っ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
競
技
で
す
。
当
日
は
好
天
に

恵
ま
れ
、
総
会
は
ほ
ん
の
少
し（
！
）で
、

四
十
三
名
が
七
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
協
議

開
始
。
歩
く
と
少
し
汗
ば
む
く
ら
い
の
丁

度
良
い
気
温
に
、
と
て
も
楽
し
く
外
で
運

動
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
今
回
は
せ
っ

か
く
の
楽
し
い
企
画
、
他
の
支
部
に
も
ご

　

い
の
ち
の
炎
に
は
様
々
な
活

動
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
け
れ

ど
、
私
の
地
区
で
は
ど
ん
な
こ

と
が
さ
れ
て
い
る
の
か
し
ら
？

そ
ん
な
疑
問
に
お
応
え
す
る
、

ま
た
活
動
中
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
者
を
募
る
た
め
な
ど
に
「
支

部
だ
よ
り
・
ニ
ュ
ー
ス
」
を
つ

く
る
支
部
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

生
協
全
体
の
活
動
は
い
の
ち

の
炎
、
そ
し
て
よ
り
身
近
な
地

域
の
活
動
は
支
部
だ
よ
り
に
と

住
み
分
け
を
し
て
活
用
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。
毎
月
発
行
し

て
い
る
支
部
や
、
季
刊
発
行
、

隔
月
発
行
不
定
期
発
行
な
ど
取

り
組
み
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
息
遣

い
が
感
じ
ら
れ
る
と
て
も
楽
し

い
紙
面
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

他
の
支
部
の
支
部
だ
よ
り
に

興
味
の
あ
る
方
、
ま
た
う
ち
の

支
部
で
も
発
行
し
て
み
た
い
と

い
う
支
部
は
ぜ
ひ
地
域
保
健
部

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

☎
五
二
六
―
一
五
一
五

案
内
を
行
い
、
信
夫
支
部
と
理
事
の
皆
さ

ん
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
事
務
長
に
も
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
っ
た
く
初
め
て
の
皆
さ
ん
も
、
簡
単

な
ル
ー
ル
説
明
で
楽
し
く
実
践
で
き
る
手

軽
な
運
動
で
す
。
支
部
で
は
、
こ
れ
か
ら

年
に
数
回
の
実
施
を
予
定
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

興
味
の

あ
る
方
、

楽
・
楽
ベ

ー
ス
ボ
ー

ル
の
レ
シ

ピ
を
お
渡

し
し
ま
す
。

地
域
保
健

部
ま
で
お

問
い
合
わ

せ
く
だ
さ

い
。

～蓬萊支部2022年支部総会～

▲ホームランに向けてエイッ !!

▲１点ゲットだ！ホームイン▲一応!?支部総会ですから。運営委員さん並んで！

生
活
支
援

「
き
ら
り
☆
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
」
の

�

活
動
が
ス
タ
ー
ト
！

▲生活支援活動前

▲生活支援活動後

不定期企
画

不定期企
画

きらり 行くさ がん

　こちらは、須川診療所の玄関前。
　マルシェ開催の情報を耳にした
ので来てみたら、新鮮な野菜、焼
きたてパンがほぼ100円、マスクは
400円で販売されていたよ！
　「すかわマルシェ」は、毎月15日
の午前中に開催するんだって。み
んなも遊びに来てね！
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地
域
の
活
動
に

�

「
支
部
だ
よ
り
」
を
活
用

　４月から取り扱いを開始したユ
ニセフ「ウクライナ緊急募金」は

　福島県生協連を通じ、ユニセフ
へ送付させていただきました。
　引き続き募金にご協力をお願い
します。

５月20日現在

519,755円
となっています。

ウクライナ緊急募金に
ご協力ありがとうございます
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